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Post-Intensive Care Syndrome PICSが提唱されて10年、その概念は広く普及し
PICSを最小限とする集中治療を行おうとする気運は大きく高まっている。
一方でエビデンスをもって提供すべきABCDEFGHバンドルの遵守率は全国的に未
だ高くないことが明らかとなっており、またそれぞれのバンドル単体の介入の限界
も示されているように、我々のPICS対策は次のステップへと進化をすべきフェー
ズにあると言える。少なくとも早期離床を含めたICUケアの提供のためには医師、
看護師、理学療法士などの多職種連携は必要不可欠であり、さらに薬剤師、管理栄
養士、臨床工学技士など多くの職種が参画し相乗効果をもってPICSに挑むべきと
いえる。本講演では至適な鎮静鎮痛・せん妄管理、積極的早期リハビリテーション
と適切な栄養療法、PICS外来など重要なICUケアの取り組みと、DIC治療をはじめ
とするPICSに介入しうる治療方法を紹介し、その達成に多職種連携がどのように
鍵になるかを話したい。
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